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母校に行ってみよう
文芸 OG ネットワーク会員の「共立アカデミー」・図書館等の利用について

共立女子大学では、平成17年度か

ら「共立アカデミー(従来の正課外講

座)」が開講されています。この講座

は、大学・短期大学生が実社会で必要

な諸資格の取得、実務的な能力・広義

の教養を身につけることを目的とし

ていますが、平成18年度からは、卒

業生も参加できることになりました。

17 年度の講座は下記のようなものが

ありましたが、18年度もほぼ同様な内

容だそうです。

また、図書館は、従来からも卒業生

が利用しているところですが、美術・

演劇関係の資料等充実していますの

で、研究や教養、スキルアップなどの

学習の場、生涯学習の場として、これ

からも利用されてみてはいかがでし

ょうか。

《共立アカデミー》

趣味教養

○古典芸能鑑賞会(文楽・歌舞伎)

○現代音楽鑑賞会

○アロマテラピー講座

○サプリメント・ハーブの活用法

○フィニッシング講座

○テーブルコーディネイト

○デッサン講習会

○ボランティアアドバイザー講座

○ミュージカル鑑賞会

語学

○オフィス英会話

○英会話入門

○基礎ビジネス英会話

○韓国語入門

圖資格取得

○秘書検定講座

○簿記検定講座

○カラーコーディネーター検定講座

○ファイナンシャルプランナー講座

○販売士検定講座

OMOS(Word 一般)試験講座

OMOS(Excel 一般)試験講座

○ファッションデザイン画

○女性企業家養成

■趣味健康

○ネイルアート

EO

などがあります。

■共立アカデミーの案内

「共立女子学園」のホームページ

www.kyoritsu wu.ac.jp から入りま

す。ユーザー名とパスワードが必要で

す。詳しくは4面をご覧下さい。

■申し込み方法

①学生課窓口(本館1階) 長谷さん

Thu 03-3237-2541

③電子メール

koshu@sakura.kyoritsu-wu.ac.jp

《図書館》

■受付 本館 11階

閱覽室 本館 12階

■利用方法

「図書館利用願」(保険証等、本

人・住所を確認できるものを提示)を

出して、「図書館利用証」(有効期間

1年で、年度更新)の発行を受ければ

利用できます。

■問い合わせ

TEL 03-3237-2630

HP 「共立女子学園」のポータルサイ

トから「図書館」→「利用案内」の「利

用資格」⇒「卒業生の図書館利用につ

いて」と進みます。



共立祭
会場は本館 13階の教室。四方に展

示を配し、バザーのコーナーも設け

た。中央にはテーブルといすを配して

茶菓のコーナーを設けたので、くつろ

いで歓談しながら、周囲の展示を鑑賞

する参観者の姿も見受けられた。バザ

ーコーナーに立ち寄るお客さんも多

く、会場は賑やかな雰囲気に包まれ

た。

出展者は、個展をなんども行ってい

る実力者ぞろいとあって、在校生によ

「♡ KY~愛を贈ろう~」をテーマに、平成17年10月15日(土)、16日

(日)の2日間にわたって、共立祭が行われた。文芸OGネットワークは、卒業生

の活躍を広く紹介する目的で、創作品の展示を中心に、今回も参加した。

る華やかな展示や催しに負けず劣ら

ず、バラエティーにとんだ豊かな展示

になり、一部は販売もされた。

創作品出展者(敬称略)

手染め: 朝倉はるみ (S44年卒)

歌集:秋元 藍(S33年卒)

絵画:河本友子(S41年卒)

ステンドグラス: 斎藤昌代

(S41年卒)

七宝:藤井恵美子

(S44年卒)

織物:増田治子(S44年卒)

絵葉書:今野美保子(S35年卒)

織物

(増田治子)

矢田智子(S35年卒)

ステンドグラス(斎藤昌代)

七宝の壁掛け (藤井恵美子)

絵画・墨絵

(河本友子)

个

歌集(秋元藍)

歌集装丁 (君村恒子)

絵葉書(矢田智子)

バザー開催のうらで

平成17年の共立祭参加のイベン
トとして、バザーも行うことにな

りましたので、会員の皆さんから
寄付の品物が、前日までに集めら
れました。しかし、今回目標の額

に届くには、品数が足りないので
はないかと危惧しておりましたら

バザー当日になってから、思いが
けず会員の皆さんから品物の寄付
の追加があり、ほっとすると同時

手染めの帯

(朝倉はるみ)

に、感激。

前日、有志の人たちで、値段を
つけましたが、これはとても難し
い作業でした。素人ばかりで、品
物の値踏みもままならず、手ごろ
と思われる値段をつけようにも、

見当がつきません。結局「これな

ら買ってもらえそう」という基準

で値段をつけてみました。

幕を開けてみると、提供者から
「やだ、これ高かったのよ」とか
「こんな高値じゃないわ」といわ

絵葉書(今野美保子)

れて、あわてて値段を付け替える

一幕も。

10円コーナー、100円コーナーな

ども設けましたので、お客さんで

賑わい大変好評でした。

2日間のバザーの
売上額は10万2390円

でした。これはOG

ネットワークの活動
資金にさせていただ

きます。
(バザー係 清水秀子)
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